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演劇における異性装とジェ
ンダー規範のクィア視点か
らの解読の試み

亘　　明　志＊

要　旨

演劇においてはしばしば性別越境が試みられるが、

その様式や方法は時代や社会背景により様ざまであ

る。演劇の性別越境は少なくとも二つの次元が考え

られる。まず、配役次元での性別越境がある。これ

は素の役者の性別と演じる配役の性別が異なる場合

である。公的な舞台に女優が上がることが禁じられ

ていたエリザベス朝時代には少年俳優が女性の登場

人物を演じていた。また、日本の歌舞伎（野郎歌舞

伎以降）は大人の男性が女性の登場人物を演じる（女

形）。宝塚歌劇では、女性が男役を演じる。次に、

芝居の内部でのストーリー上の性別越境がある。女

性の登場人物が何らかの理由で男装したり、男性の

登場人物が女装をしたりする場合である。本稿では

演劇における異性装の二つの次元について、若干の

事例を踏まえながら、それがジェンダー規範にどの

ようなクィアな揺らぎの効果をもたらしているかを

検討する。

キーワード：異性装、トランスジェンダー、クィア、

演劇

はじめに
仮装は、先天的に与えられている女性性―
―男の主体に従属しない他者性であり、男
性性がつねに失敗することをあばく女の欲
望――を隠蔽し抑圧することに、そもそも
貢献するものなのか。それとも仮装は、ま
ず女性性が確立されるときの手段であって、
男性性は排除されて女というジェンダー位
置の外側に置かれてるような、排他的なア
イデンティティを形成するものなのか。

（Butler 1990:訳p.98）＊　京都女子大学　教授
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シェイクスピアの『お気に召すまま』のエ
ピローグはヒロインのロザリンドによって締
めくくられているが、その中に次のような一
節がある。「もしも私がまことの女でしたら、
私の気に入りましたお鬚、好ましく思われる
お顔、憎からぬ匂いの息をおもちのかたがた
に、一人残らず、キスをしてさしあげたいと
思うところです」（小田島雄志＝訳）。若い女
性の役であるロザリンドがなぜ「もしも私が
まことの女でしたら」と言っているかという
と、シェイクスピアの時代は女性が舞台に上
がることはなく、女性の登場人物は少年俳優
が演じていたという事情があった。そういう
意味ではシェイクスピアの演劇は構造的に配
役上の性別越境（トランスジェンダー）があ
ったと言える。

興味深いことに、この『お気に召すまま』
では、プロットの上でも性別越境が試みられ
ている。宮廷を追放されてアーデンの森に従
妹のシーリアとともに隠れるロザリンドは安
全のため男装で通すことにした。ロザリンド
は一目惚れしたオーランドーもまたアーデン
の森にいることを知る。オーランドーもまた
ロザリンドに一目惚れしているので、この時
点で観客は二人の恋には何も障害がないこと
がわかっている。唯一壁になっているのはロ
ザリンドの男装である。ロザリンドはギャニ
ミードという男性を演じているのである。そ
こでロザリンドは男であるギャニミードに女
であるロザリンドを演じさせ、オーランドー
の真意を確認しようとする。

この『お気に召すまま』は、少年俳優が女
性を演じ、その女役が男装することで男を演
じ、さらに演じられた男性がさらに女性を演
ずるという性別越境の迷宮のような構造をし

ている。ハッピーエンドの恋愛喜劇である『お
気に召すまま』は基本的に既存のジェンダー
規範に回収されることになるわけだが、この
性別越境の迷宮にこそ、ジェンダー規範の揺
らぎをみることができるだろう。

現代社会において、LGBTQという性の多
様性を示す現象もまた、実は小さな揺らぎの
集積にほかならない。

トランスジェンダーとは出生時に割り当て
られた性別とは異なる性自認（ジェンダー・
アイデンティティ＝自己の属する性別につい
ての認識に関する同一性の有無または程度）
を持つ人を指す。性自認は個人の重要なアイ
デンティティであり、単なる自称とは異なる。

これに対して、同性愛は、性的指向（恋愛
や性的関心をもつ相手の性別）が同性に向か
うことを指す。性自認と性的指向は、独立し
た別の概念である。なお、トランスジェンダ
ー の性的指向はさまざまである。トランス女
性（出生時に男性とわりあてられ女性の性自
認を持つ場合）で、男性を恋愛対象とする人
もいれば、女性を恋愛対象とする人もいる。
トランス男性（出生時に女性とわりあてられ
男性の性自認を持つ場合）も同様である。ま
た、男女いずれかいっぽうにあてはまらない
性自認を持つ人（ノンバイナリー）もいる。

このように、トランスジェンダー（性別越
境）とは現代社会ではアイデンティティの問
題だと考えられている。では、性別（ジェン
ダー）はどのようにして決まるのかと言えば、
哲学者のジュディス・バトラーによれば、装
いや行為や演技などのパフォーマンスによる
のだという。「行為や身ぶりや演技は、それら
が表出しているはずの本質やアイデンティテ
ィが、じつは身体的記号といった言説手段に
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よって捏造され保持されている偽造物にすぎ
ない」（Butler 1990 訳：240頁）。

こうした性別越境の手段として、現代社会
では性別適合手術やホルモン療法などの医療
的手段が登場したが、歴史的には異性装が用
いられてきた。現代でも身体的改変を望まな
い場合は異性装が使われる。

演劇における性別越境は、少なくとも二つ
の次元で考えることができる。

第一に、配役上の性別越境である。男性が
女性の役を演じたり女性が男性の役を演じた
りする場合である。なぜそのような性別越境
が起きるのかについてはさまざまな理由があ
るだろう。時代的な背景や文化的な背景が理
由となることもあるし、演劇上の演出効果を
考えた性別越境もあるだろう。

第二に、演劇のストーリー上で異性装など
の性別越境が設定されている場合である。こ
の場合はその演劇の舞台となっている時代背
景や文化による制約やそのような制約の打破
を意図したストーリー上の展開などの理由が
考えられよう。

本稿では演劇における異性装の二つの次元
について、若干の事例を踏まえながら、それ
がジェンダー規範にどのようなクィアな揺ら
ぎの効果をもたらしているかを検討したい。

１　異性配役と性別越境としての異性装

1．1　シェイクスピア劇における異性配役
シェイクスピアが活躍するイギリス・ルネ

サンス期の演劇はそれまでのヨーロッパ演劇
や同時代のフランスの演劇と比べると特徴的
な点がある。それは俳優がすべて男性であっ
たという点である。女性の役は若い少年俳優

が女装して演じていた。スティーヴン・オー
ゲル（Orgel 1996訳：pp2-3）によると、イギ
リス・ルネサンス期には、慎み深さを穢すと
いう理由から、女性が舞台に上がることは禁
じられていたと言われている。ろしかしなが
ら、16世紀中頃には、フランスやイタリアな
どヨーロッパ大陸では、女優の演技はありふ
れたものになっていた。確かに、当時のイギ
リスは他のヨーロッパ諸国と比べて、女性に
対するジェンダー規範が厳格であったという
こともあるが、そもそもイギリスの演劇が男
性会員のみのギルドの中で発展してきたとい
うこともある。もっとも、女性が舞台に上が
ることが法律上禁じられていたわけではなく、
フランスやイタリアの一座がロンドンに巡業
してきた際には女優が舞台で演じていたわけ
だし、アマチュア演劇では女性が出演するこ
ともあった。当時のロンドンの商業演劇に女
優がいなかったのは「さまざまな風紀関連法
規や商業上の慣習のためだったと言われてい
る」（北村 2018：27）。

こうした制約がなくなった現代でもシェイ
クスピア劇がオールメールで男性のみの上演
が行われることがある（たとえば、2007年に
小栗旬と成宮寛貴が主演した蜷川幸雄演出の

『お気に召すまま』Bunkamura公演）。これは
もちろん、エリザベス朝時代の演劇様式を再
現することとは異なり、現代の演劇の性別の
あり方に異化効果をもたらす意味があったの
ではないか。日本だけでなく、イギリスやア
メリカでもこうした異性配役を前提とした上
演を行うケースがある。

では女役を演ずる当時の少年俳優はどのよ
うに見られていたのか。もちろん、現代日本
におけるジャニーズの追っかけのように、人
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気の少年俳優を女性たちが追っかけるという
ことはあったようだが（北村 2018：29）、エ
リザベス朝時代の理想とされた女性像は「ボ
ーイッシュ」な女性だったようで、当時の人
びとは「少年と女性のあいだに類似を見てい
た」（Orgel 1996:訳p.93）。この時代のイギリ
ス演劇は決して女性排除の空間というわけで
はなく、観客には女性も少なくなかった。そ
うだとすると、この時代の観客も含めた演劇
空間の中では、ジェンダーの境界線は、（大人
の）男性と「女性＋少年（俳優）」の間に惹か
れていたと言うべきのではないだろうか。

1 ．2 　歌舞伎の異性配役
歌舞伎は成人男性が女役を演ずる（女形）。

しかし、歴史的にみると、安土桃山時代から
江戸時代初期にかけて、出雲のお国によって
創始された歌舞伎踊りがそのルーツと言われ
ている。お国の出自は出雲大社の巫女とも言
われるが、はっきりしたことはわからない。
当初は、京の四条河原で念仏踊りを興行し、
京の町衆から絶大な人気を博した。お国自身
は女性だが、お国歌舞伎の一座には男性もい
たようだ。座員は男女10人程度の規模で、男
は狂言師であり、お国の「夫」とされた三十
郎や若衆芸を得意とする役者もいた。囃子方
は男が務め、それ以外は女性で構成されてい
た（長島 2017：70）。お国歌舞伎の踊り手は、
男性は女装し、お国をはじめ女性は男装して、
それぞれ異性の役を演じた。この異性配役の
演技がお国歌舞伎の醍醐味である。

お国歌舞伎が京から地方へ下って巡業する
ようになると、お国の舞台を模倣して、遊女
や女芸人を演者とする女歌舞伎が次々と出現
した。女歌舞伎は男装した遊女が男役を演ず

る。お国歌舞伎にはなかた三味線も囃子方に
加わり、ますます華美なものとなっていった。
女歌舞伎は遊里と結びついていたために、幕
府の風紀取り締まりの対象となっていった。

1629年（寛永 6 年）、幕府は風俗紊乱を理由
に歌舞伎を含む一切の女性芸能を禁止した。
その結果、女歌舞伎に代わって、10代半ばの
前髪を備えた稚児（若衆）からなる若衆歌舞
伎が全盛となる。しかし、この若衆歌舞伎も
男色を分かちがたく結びつく。少年を性的対
象とする男色は寺院や武家の間では珍しくな
い慣行だった。しかし、若衆歌舞伎は男色の
商業化（売買春）を助長することとなった。
その結果、1650年（慶安 5 年）、幕府により若
衆歌舞伎は風俗紊乱を理由に禁止された。

若衆歌舞伎の禁止により、生業を失った若
衆歌舞伎の役者たちは、幕府に嘆願し、踊り
を主体にした歌舞伎ではなく、より芝居劇的
な演目を中心とした「物真似狂言」に徹する
ことで興行が認められた。その際、若衆の象
徴であった前髪を剃って月代頭となった。こ
れが野郎歌舞伎の誕生である。男性である野
郎が女役を演ずる際には、月代に手拭いを置
いて隠し、女の身ぶりを演ずる。女形は細身
だが月代をするため、額帽子を使う。色は紫
で、野郎帽子と呼ばれる。この紫の額帽子は
女形の象徴となった。

1 ．3 　宝塚歌劇の異性配役と異性装
宝塚歌劇ではキャストはすべて女性で、女

性が男役を演ずる。宝塚歌劇では男役が花形
になることが多く、その魅力のひとつとなっ
ている。

東（2015）は宝塚歌劇のタカラジェンヌを
四層構造でとらえることができるという。ま
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ず、舞台上の存在の二重性である。タカラジ
ェンヌは作品内では役名として存在する。役
名の物語として見ている限り、それは異性愛
であったり、男同士の友情であったりする。
しかし、観客はその役を演じているのが誰々
という芸名をもったタカラジェンヌであるこ
とを知りつつ、その作品を鑑賞している。芸
名の物語は、確かに作品外ではあるが、たと
えば○組「トップコンビ」として、舞台上に
生身の存在として感じている。舞台上の存在
のほかに、宝塚歌劇のファンは、舞台裏の存
在についても知っていて、同時に鑑賞してい
る。タカラジェンヌの舞台裏にも二重性があ
り、本名は非公開だが、ファンの間では愛称
が存在し、しばしばタカラジェンヌの友情物
語として語られる。

宝塚歌劇は恋愛物語が多いが、そのリアリ
ティは作品内で完結するのではなく、芸名の
物語や愛称の物語に見られるタカラジェンヌ
の絆を読み取ることによって担保されている。

宝塚歌劇は他の女性向け日本のポピュラー
カルチャー、たとえば少女マンガやジャニー
ズ・アイドルなどと共通する要素があるよう
に思われる。少女マンガを原作として宝塚で
上演された演目は、「ベルサイユのばら」や

「ポーの一族」をはじめ少なくない。少女マン
ガではBL（男同士）にしろ百合（女同士）に
しろ、読者＝観客に危害が加えられるおそれ
のないジェンダーレス・ワールドである。そ
こでは伝統的な性役割に縛られることはない。

宝塚歌劇において表象される理想の男性像
は、ジャニーズ・アイドルと共通性があるの
だろうか。ジャニーズ・アイドルが、繊細で
柔らかい顔立ちの女性的な（ジェンダーレス
な）男性だとすれば、宝塚歌劇の男役とはか

なり異なる印象ということになる。というの
も、宝塚の男役は濃い顔立ちのメイクをして
いるからである。

２　演劇におけるストーリー上の異性装
　　とその効果

本稿に主として異性装がドラマトゥルギー
の駆動力として機能しているシ ェイクスピア
演劇を素材として取り上げつつ、その時代背
景との関連で演劇における異性装のクィアな
効果を考えてみた。シェイクスピア演劇には
ジェンダーについてまだまだ考察すべき点は
多いし、先行研究も少なくない。さらに、古
今東西の演劇を考えてみると 、異性装が取り
入れられているも多数あるように思われる。
どのような時代や社会背景のもとで、そして、
どのような様式の演劇において、異性装が取
り入れられ、どのようなクィアな効果をもた
らしているのかは今後の課題である。

しかし、欧米の演劇史においては、演劇の
ストーリー上で異性装が使われる例は少な
い。古代ギリシア劇ではたとえばアリストパ
ネスの喜劇では『女だけの祭』と『女の議会』
が明らかな異性装が使われている。『女だけの
祭』では、詩人エウリピデースが女たちから
の弾劾をのがれようとして、友人を女装させ
て、女性たちの議論に加わらせ自分の弁護を
させるというものである（男性による異性
装）。また、『女の議会』では社会制度を改革
させようと女たちが男装して民会にのり込む
という設定である（女性による異性装）。

シェイクスピアの演劇はその数少ない、し
かし豊かな内容を含む事例である。とりわけ、

『お気に召すまま』や『十二夜』は演劇上のド
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ラマトゥルギーを担うものとして知られてい
る。また、『ベニスの商人』でも異性装が見ら
れる。いずれも、女性が男装するという設定
で、エリザベス朝時代の一般の女性の社会的
役割が制限されていたためだと思われるが、
演劇上の意味や効果はきわめて大きい。

日本の歌舞伎でよく知られているのは、河
竹黙阿弥の『三人吉三廓の初買』であろう。
ここでは盗賊であるお嬢吉三は女装の美少年
という設定である。この作品ではお嬢吉三が
お坊吉三と恋仲に陥るが、異性装は深刻な人
間ドラマと連接している。
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